
( 18 )平成18年７月号 � � � �

従
来
か
ら
使
用
し
て
い
る
、

登
録
の
あ
る
農
薬
の
使
用
法
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
薬

の
飛
散

(

ド
リ
フ
ト)
に
関
し

て
は
、
今
ま
で
以
上
に
注
意
し

具
体
的
な
対
策
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ

て
農
薬
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

①
風
向
と
風
速

・
風
が
強
い
と
き
は
農
薬
散
布

を
行
わ
な
い

(

目
安
は
３
ｍ

／
秒
以
下)

。

・
風
下
に
他
作
物
や
河
川
等
が

あ
る
場
合
は
、
十
分
に
注
意

を
払
う
。

・
日
差
し
が
強
い
時
間
帯
の
上

昇
気
流
に
注
意
す
る
。

②
作
物
と
の
距
離

・
散
布
位
置
が
作
物
体
か
ら
離

れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
散
布

機
械
の
高
さ
や
角
度
を
調
節

す
る
。

③
散
布
圧
力
と
散
布
ノ
ズ
ル

・
飛
散
し
や
す
い
微
細
な
噴
霧

粒
子
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
も
散
布
圧
力
を
上
げ
す
ぎ

な
い
よ
う
に
す
る
。

・
散
布
ノ
ズ
ル
は
、
使
用
目
的

に
合
わ
せ
た
適
度
な
噴
霧
粒

径
の
ノ
ズ
ル
を
選
択
し
、
ド

リ
フ
ト
を
抑
え
た

｢

ド
リ
フ

ト
低
減
型
ノ
ズ
ル｣

を
で
き

る
だ
け
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ほ
場
端
で
の
散
布

・
近
隣
に
他
作
物
や
水
系
が
あ

る
場
合
は
、
ほ
場
の
端
で
の

散
布
に
気
を
つ
け
る
。

⑤
近
接
作
物
生
産
者
と
の
連
携

・
調
整

・
近
接
作
物
の
収
穫
時
期
を
考

慮
し
て
散
布
を
計
画
す
る
。

・
近
接
作
物
の
生
産
者
と
十
分

に
連
絡
を
と
る

(

収
穫
間
際

の
作
物
に
目
印
を
つ
け
る
な

ど
の
対
策
を
両
者
で
と
る
、

境
界
域
に
緩
衝
地
帯
を
設
け

る
等)

。

・
果
樹
の
混
植
や
野
菜
の
多
品

目
栽
培
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
登
録
を
有

す
る
農
薬
を
選
択
す
る
と
と

も
に
、
収
穫
前
日
数
に
も
注

意
す
る
。

⑦
遮
蔽
シ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
等
の

設
置

・
境
界
域
に
遮
蔽
物

(

ビ
ニ
ー

ル
や
ポ
リ
の
シ
ー
ト
、
ネ
ッ

ト)

を
設
置
す
る

(

常
設
、

簡
易
式)

。

・
近
接
作
物
を
シ
ー
ト
で
覆
う
。

⑦
散
布
量
・
散
布
回
数
の
低
減

・
散
布
量
を
減
ら
す

(

防
除
効

果
に
影
響
し
な
い
程
度)

[

効
果
の
高
い
農
薬
を
選
択

す
る
。
葉
面
が
濡
れ
た
ら
そ

れ
以
上
散
布
し
な
い
。
作
物

体
以
外
へ
の
散
布
で
薬
液
を

ロ
ス
し
な
い
。]

・
散
布
回
数
を
減
ら
す

[

効
果
の
持
続
す
る
農
薬
を

選
択
す
る
。
防
除
適
期
に
薬

剤
を
散
布
す
る
。]

⑧
飛
散

(

ド
リ
フ
ト)

し
に
く

い
農
薬
を
使
用

・
粉
剤
や
液
剤
を
ド
リ
フ
ト
し

に
く
い
剤
型

(

Ｄ
Ｌ
粉
剤
、

粒
剤
、
育
苗
箱
施
用
剤
等)

に
変
更
す
る
。

・
残
留
問
題
の
生
じ
な
い
農
薬

(

性
フ
エ
ロ
モ
ン
剤
、
生
物

農
薬
、
天
然
物
由
来
の
農
薬

等)

を
選
択
す
る
。

【
連
絡
先
】

中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
農

業
改
良
普
及
課

(

�
53－

３
０
３
９)

昨
年
秋
に
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ

イ
ル
ス

(

Ｋ
Ｈ
Ｖ)

病
が
浦
戸

湾
周
辺
の
河
川
で
発
生
し
、
一

千
尾
を
超
え
る
被
害
が
出
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
、
５
月
中
旬

頃
か
ら
既
に
発
病
し
や
す
い
水

温
に
達
し
て
お
り
、
浦
戸
湾
周

辺
の
河
川
や
物
部
川
で
は
、
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

(

Ｋ
Ｈ

Ｖ)

病
が
発
生
し
、
今
後
大
き

な
被
害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
を
拡
大
さ
せ

な
い
こ
と
が
最
も
重
要
な
対
策

で
す
の
で
、
県
内
の
川
や
池
の

コ
イ
は
生
死
に
か
か
わ
ら
ず
移

動
さ
せ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
コ
イ

を
放
流
す
る
場
合
に
は
、
ウ
イ

ル
ス
検
査
で
陰
性
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
死
ん
だ
コ
イ
を
発
見

し
た
り
、
飼
育
し
て
い
る
コ
イ

に
異
常
が
見
ら
れ
た
と
き
に
は
、

県
水
産
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

と
は

・
コ
イ

(

マ
ゴ
イ
と
ニ
シ
キ
ゴ

イ)

の
み
に
感
染
す
る
病
気

で
す
。

・
原
因
は
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス

で
す
。

・
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

に
感
染
し
た
コ
イ
と
の
水
を

介
し
た
接
触
に
よ
り
感
染
し

ま
す
。

・
水
温
が
18
〜
25
度
く
ら
い
で

最
も
発
病
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

・
感
染
力
や
死
亡
率
が
高
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

・
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い

た
め
、
仮
に
感
染
し
た
コ
イ

を
食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
コ
イ
の
愛
好
者
の
皆
さ
ま
へ

本
病
の
全
国
の
発
生
状
況
を

見
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

カ
タ
ロ
グ
販
売
等
に
よ
る
取
引

で
、
コ
イ
の
愛
好
者
間
の
コ
イ

に
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
水
産
振
興
課

(

�
０
８
８－

８
２
１－

４
８
２
９)

※
高
知
県
庁
海
洋
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.kochi.jp/

̃kaiyou/
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ココ
イイ
ヘヘ
ルル
ペペ
スス
ウウ
イイ
ルル
スス

病病
のの
まま
んん
延延
防防
止止
にに

ごご
協協
力力
をを




